
石井小学校運動会
（１０月７日・石井小学校運動場）

今月の表紙

広 報 太 陽 と 緑 の 環 境 都 市  い し い太 陽 と 緑 の 環 境 都 市  い し い

石井町イメージキャラクター

ふじっこちゃん人口と世帯 ［平成24年11月1日現在］
人口26,595人 （男 ： 12，667人 ・ 女 ： 13，928人） 
世帯数9，960世帯

石井町の広報
■文字放送［石井有線テレビ］…毎日■石井町政だより［徳島新聞］…毎月第3火曜日
■フレッシュタウン［FM徳島］…毎月第１･３金曜日午前9時20分頃■石井町HP  http://www.town.ishii.lg.jp/
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第１６９号 広 報 い し い （２）平成２４年１１月１５日

●
石
井
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
退
職
所
得
に
係
る
個
人
住
民
税

の
　
％
税
額
控
除
の
廃
止
等
、
地

１０
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
本

条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
平
成
　
年
度
石
井
町
一
般
会
計

２４

補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
補
正
額

４
億
３
 
６
６
９
万
５
千
円

　
予
算
の
総
額

　
億
５
 
４
２
５
万
７
千
円

８０

●
平
成
　
年
度
石
井
町
後
期
高
齢

２４

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

　
補
正
額

２
８
９
万
４
千
円

　
予
算
の
総
額

３
億
２
３
１
万
１
千
円

●
平
成
　
年
度
石
井
町
介
護
保
険

２４

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

，，

　
補
正
額

８
 
５
８
８
万
３
千
円

　
予
算
の
総
額

　
億
２
 
５
７
８
万
３
千
円

２３

●
石
井
町
教
育
委
員
会
委
員
任
命

の
同
意
に
つ
い
て

　
石
井
町
教
育
委
員
会
委
員
、
村

山
一
行
氏
の
任
期
が
平
成
　
年
　

２４

１０

月
　
日
に
満
了
す
る
こ
と
に
伴

１３
い
、
そ
の
後
任
委
員
と
し
て
同
氏

を
再
任
命
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

●
石
井
町
教
育
委
員
会
委
員
任
命

の
同
意
に
つ
い
て

　
石
井
町
教
育
委
員
会
委
員
、
武

知
光
子
氏
の
任
期
が
平
成
　
年
　

２４

１０

月
　
日
に
満
了
す
る
こ
と
に
伴

１３
い
、
そ
の
後
任
委
員
と
し
て
同
氏

を
再
任
命
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

●
「
緊
急
事
態
基
本
法
」
の
早
期

，，

制
定
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

　「
緊
急
事
態
基
本
法
」の
早
期
制

定
を
求
め
る
意
見
書
を
衆
議
院
議

長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大

臣
、
法
務
大
臣
、
外
務
大
臣
、
防

衛
大
臣
、
内
閣
官
房
長
官
、
県
選

出
国
会
議
員
に
提
出
し
ま
し
た
。

●
脱
原
発
を
早
急
に
実
現
し
自
然

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
求

め
る
意
見
書
に
つ
い
て

　
脱
原
発
を
早
急
に
実
現
し
自
然

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
求

め
る
意
見
書
を
衆
議
院
議
長
、
参

議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
経

済
産
業
大
臣
、
県
選
出
国
会
議
員

に
提
出
し
ま
し
た
。

否
決

●
石
井
町
議
会
議
員
白
川
光
夫
辞

職
勧
告
決
議

●
「
緊
急
事
態
基
本
法
」
の
早
期

制
定
を
求
め
る
意
見
書
提
出
を
求

め
る
請
願

　「
緊
急
事
態
基
本
法
」の
早
期
制

定
を
求
め
る
意
見
書
提
出
を
求
め

る
請
願
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

■
県
立
農
業
大
学
校
の
跡
地
有
効

活
用
　
県
立
農
業
大
学
校
が
移
転
し
た

議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会
だだだだだだだだだだ
よよよよよよよよよよ

議
会
だ
よ
りりりりりりりりりりり

町
政
の
概
要

　
平
成
　
年
第
３
回
定
例
町
議
会
を
９
月
７
日
か
ら
　
日
ま

２４

２０

で
の
　
日
間
の
日
程
で
開
催
し
ま
し
た
。
本
定
例
会
に
提
出

１４

さ
れ
た
町
提
出
の
議
案
は
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

条
例
の
一
部
改
正

補

正

予

算

人

事

請
　
　
　
　
　
願

議
員
提
出
議
案

平 成 ２３ 年 度 各 会 計 決 算

水道事業会計 （単位：円）
資本的収支（税込み）収益的収支（税抜き）

９６,３０７,４１８収　入４７２,０９６,０２９収　入
２５１,９５１,６５１支　出３７７,０８８,７７６支　出

１５５,６４４,２３３不足額９５,００７,２５３当年度
純利益
※不足額は、当年度分損益勘定留保資金、減債
積立金で補てん。

健全化判断比率　　　　　（単位：％）
将来負担比率実質公債費比率連結実質赤字比率実質赤字比率

－９.０－－

※実質赤字比率・連結実質赤字比率は黒字のため数値なし。
将来負担比率は算定されないため数値なし。

資金不足比率　　　　　　（単位：％）
－水道事業会計

※資金不足比率は黒字のため数値なし。

（単位：千円）

介 護 保 険
特 別 会 計

後期高齢者
医　 　 療
特 別 会 計

給 与 集 中
管　 　 理
特 別 会 計

住宅新築資金
等貸付事業
特 別 会 計

国 民 健 康
保　 　 険
特 別 会 計

一 般 会 計
会計名

区分

２,３５４,９９２２６５,４０５１,１７８,０２５９,４５４２,９６０,１４６８,６１８,５６５歳 入 総 額
２,２７０,６８４２６３,５１０１,１７８,０２５８,８２６２,８４１,９９９８,１７７,８９３歳 出 総 額
８４,３０８１,８９５０６２８１１８,１４７４４０,６７２歳 入 歳 出 差 引 額

０００００８５,０１９繰越明許費繰越額
８４,３０８１,８９５０６２８１１８,１４７３５５,６５３実 質 収 支 額

※繰越明許費繰越額とは、翌年度へ繰り越すべき財源のこと。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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後
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
考
え
る

「
第
３
回
県
立
農
業
大
学
校
跡
地

有
効
活
用
検
討
委
員
会
」
を
平
成

　
年
８
月
　
日
に
開
催
し
、
跡
地

２４

２８

利
用
の
希
望
及
び
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

わ
く
わ
く
あ
ぐ
り
」
の
状
況
に
つ

い
て
説
明
等
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
後
も
、
跡
地
の
利
用
方
法

及
び
そ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
ご

議
論
い
た
だ
き
、
石
井
町
の
活
性

化
の
た
め
に
、
ま
た
、
徳
島
県
の

活
性
化
の
た
め
に
も
協
議
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
庁
舎
建
設
事
業
の
取
り
組
み

　
基
本
設
計
業
務
を
行
っ
て
お

り
、
鉄
骨
造
り
地
上
３
階
建
て
延

べ
床
面
積
約
４
 
４
０
０
㎡
の
庁

舎
建
物
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
庁

舎
の
設
備
等
は
、
太
陽
光
発
電
設

備
や
蓄
電
池
の
設
置
、
空
調
機
は

自
然
換
気
機
能
を
充
実
さ
せ
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
の
削
減
や
オ
ー
ル
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
に
よ
り
庁
内
電
気
量
を
軽

減
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
先
般
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
よ

る
被
害
想
定
な
ど
が
公
表
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
新
庁
舎
に
は
災

害
時
に
必
要
な
情
報
伝
達
シ
ス
テ

ム
等
を
設
置
し
、
災
害
が
発
生
し

た
場
合
、
災
害
の
規
模
、
災
害
現

場
の
位
置
や
状
況
を
把
握
し
、
い

ち
早
く
正
確
な
災
害
情
報
を
地
域

住
民
の
方
々
に
伝
達
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
庁
舎
建
設
に
伴
い
事
業

，

認
定
の
許
可
を
得
る
た
め
、
平
成

　
年
６
月
　
日
に
「
事
業
認
定
申

２４

２９

請
書
作
成
業
務
」
の
指
名
競
争
入

札
を
執
行
し
ま
し
た
。
庁
舎
設
計

業
務
と
並
行
し
て
事
業
を
進
め
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
関
連
事
業
と

し
て
、
７
月
９
日
に
文
化
財
の
試

掘
調
査
を
行
い
、「
遺
構
や
遺
物

は
検
出
さ
れ
ず
当
該
範
囲
に
お
い

て
は
、
遺
跡
は
展
開
し
て
い
な

い
」
と
い
う
試
掘
調
査
終
了
報
告

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
８

月
６
日
に
は
建
設
予
定
地
の
土
地

所
有
者
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
庁
舎
建
設
に
伴
う
境
界
立
会

及
び
測
量
業
務
を
行
い
ま
し
た
。

■
太
陽
光
発
電
施
設
の
誘
致
の
取

り
組
み

　
地
球
温
暖
化
へ
の
警
鐘
や
東
日

本
大
震
災
の
教
訓
な
ど
か
ら
、
自

立
・
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
シ

ス
テ
ム
の
構
築
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
中
、
太
陽
光
な
ど
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
発
電
さ
れ
た
電

気
を
電
気
事
業
者
が
買
い
取
る
こ

と
を
義
務
付
け
る
「
電
気
事
業
者

に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電

気
の
調
達
に
関
す
る
特
別
措
置

法
」
が
、
平
成
　
年
７
月
に
施
行

２４

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
機
会
を
と
ら
え
、
土
地
の

有
効
利
用
を
図
り
な
が
ら
こ
の
課

題
に
応
え
る
た
め
、
石
井
町
と
上

板
町
で
共
有
す
る
上
板
町
引
野
の

公
有
地
に
、
太
陽
光
発
電
施
設
を

誘
致
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
８

月
１
日
か
ら
　
日
ま
で
の
公
募
期

２４

間
に
応
募
の
あ
っ
た
４
社
の
中
か

ら
、
最
高
額
の
賃
借
料
で
申
し
込

み
が
あ
っ
た
「
株
式
会
社
タ
カ
ハ

タ
」
を
両
町
協
議
の
う
え
内
定
者

に
決
定
し
、
遅
く
と
も
平
成
　
年
２５

２
月
を
目
途
に
発
電
を
開
始
す
る

べ
く
諸
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
建
設
課
に
関
す
る
事
業

　
国
土
交
通
省
道
路
局
所
管
補
助

事
業
と
し
て
幹
線
道
路
の
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
町
道
石
井
１
２

３
号
線
は
、
平
成
　
年
７
月
か
ら

２４

用
地
の
不
動
産
鑑
定
の
業
務
を
開

始
し
て
お
り
、
９
月
下
旬
に
は
文

化
財
の
試
掘
調
査
を
行
い
、　
月
１０

に
は
境
界
立
会
及
び
現
地
測
量
を

行
い
、　
月
頃
か
ら
用
地
交
渉
に

１１

か
か
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
町
道

高
原
　
号
線
改
良
事
業
に
つ
い
て

３３

は
、
未
買
収
地
の
用
地
交
渉
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
毎
年
好
評
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
事
業
は
、
二
次
募
集
を
実
施

し
先
着
順
に
受
け
付
け
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
本
年
度
は
町
内
の
商

業
活
性
化
の
た
め
、
石
井
町
商
工

会
発
行
の
商
品
券
で
助
成
し
ま

す
。

■
町
税
徴
収
強
化
月
間

　
町
税
の
徴
収
業
務
に
は
、
年
間

を
通
じ
て
２
名
の
職
員
が
従
来
の

個
別
訪
問
に
加
え
、
電
話
催
告
も

行
い
、
平
成
　
年
度
に
は
強
制
執

２３

行
を
　
件
、
ま
た
、
徳
島
県
滞
納

３４

整
理
機
構
に
　
件
移
管
し
、
徴
収

１５

率
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。
石

井
町
の
税
の
未
収
金
額
は
、
町
税

２
億
円
、
国
民
健
康
保
険
税
１
億

６
千
万
円
、
合
計
３
億
６
千
万
円

で
す
。
毎
年
９
月
を
町
税
徴
収
強

化
月
間
と
し
、
管
理
職
、
税
務
課

職
員
と
と
も
に
夜
間
徴
収
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
税
の
公
平
性

の
確
保
と
未
収
金
額
の
減
額
に
積

極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
学
校
教
育
に
関
す
る
事
業

　
浦
庄
小
学
校
耐
震
改
修
及
び
大

規
模
改
造
工
事
は
、
夏
休
み
期
間

に
校
舎
棟
の
耐
震
改
修
工
事
、
受

水
槽
改
修
及
び
空
調
機
設
置
を
含

む
内
部
工
事
を
仕
上
げ
ま
し
た
。

外
部
工
事
は
、
屋
上
防
水
と
外
装

塗
装
の
下
地
処
理
を
終
え
、
塗
装

工
事
を
施
工
中
で
す
。
太
陽
光
発

電
設
備
整
備
も
含
め
、
平
成
　
年
２４

９
月
末
に
校
舎
棟
の
完
了
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
体
育
館
棟
は
、
屋

根
・
床
を
撤
去
し
、
耐
震
補
強
工

事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
藍
畑
小
学
校
耐
震
改
修

及
び
大
規
模
改
造
工
事
に
つ
い
て

も
、
夏
休
み
期
間
に
校
舎
棟
の
耐

震
改
修
工
事
と
内
装
工
事
を
仕
上

げ
て
、
外
装
の
ク
ラ
ッ
ク
補
修
工

事
を
施
工
中
で
す
。
今
後
は
、
外

壁
塗
装
、
屋
上
防
水
、
太
陽
光
発

電
設
備
設
置
工
事
、
ま
た
、
体
育

館
棟
に
つ
い
て
も
並
行
し
て
着
手

し
て
い
く
予
定
で
す
。
さ
ら
に
、

石
井
中
学
校
武
道
場
耐
震
改
修
工

事
に
つ
い
て
、
鉄
骨
ブ
レ
ー
ス
設

置
の
耐
震
補
強
工
事
が
完
了
し
、

内
装
な
ど
の
仕
上
げ
工
事
を
施
工

中
で
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
が
完
了

す
る
と
、
長
年
の
懸
案
で
あ
り
ま

し
た
石
井
町
小
中
学
校
施
設
の
耐

震
化
率
は
１
０
０
％
と
な
り
ま

す
。
　
太
陽
光
発
電
設
備
整
備
事
業
に

つ
い
て
、石
井
・
高
浦
中
学
校
、高

原
・
高
川
原
小
学
校
の
４
校
と
も

ほ
ぼ
設
置
完
了
し
、
試
験
運
転
等

を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

■
社
会
教
育
に
関
す
る
事
業

　
石
井
町
飯
尾
川
公
園
い
し
い
ド

ー
ム
の
指
定
管
理
に
つ
い
て
は
、

平
成
　
年
度
か
ら
平
成
　
年
度
ま

２２

２４

で
の
３
年
間
、
議
会
の
議
決
を
得

た
の
ち
に
岡
田
企
画
と
協
定
書
を

締
結
し
運
営
を
し
て
い
ま
す
が
、

本
年
度
で
指
定
管
理
契
約
期
間
が

終
了
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
平
成

　
年
８
月
　
日
か
ら
９
月
　
日
ま

２４

３１

１４

で
の
間
、
指
定
管
理
者
の
募
集
に

係
る
申
請
書
の
受
付
を
行
い
ま
し

た
。
な
お
、
申
請
書
の
提
出
が
あ

っ
た
団
体
に
つ
い
て
は
、「
石
井

町
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者

の
指
定
手
続
等
に
関
す
る
条
例
」

等
に
基
づ
き
選
定
し
、
次
会
の
定

例
町
議
会
に
議
案
と
し
て
上
程
す

る
予
定
で
す
。



第１６９号 広 報 い し い （４）平成２４年１１月１５日

　
平
成
　
年
９
月
　
日
、
中
央
公
民
館
（
い
し

２４

１２

い
藤
ホ
ー
ル
）
に
て
敬
老
会
・
金
婚
者
激
励
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
対
象
者
は
、　
歳
以
上
２
 
３
５

８０

４
人
、
金
婚
者
（
結
婚
　
年
）　
組
、
ダ
イ
ヤ

５０

２２

モ
ン
ド
婚
者
（
結
婚
　
年
）　
組
で
し
た
。
米

６０

１０

寿
１
１
７
人
、　
歳
到
達
者
　
人
、
夫
婦
そ
ろ

９０

８７

っ
て
　
歳
到
達
者
　
組
、
夫
婦
そ
ろ
っ
て
　
歳

８０

６４

９０

到
達
者
１
組
の
皆
さ
ん
に
石
井
町
よ
り
記
念

品
と
祝
い
状
を
お
贈
り
し
ま
し
た
。

　
式
典
後
は
、
各
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の

皆
さ
ん
と
寿
み
つ
よ
し
劇
団
の
皆
さ
ん
に
よ

る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
来
場
さ
れ
た

方
々
に
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
敬
老
会
・
金
婚
者
激
励
会
の
開
催
に
あ
た
り

多
数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
ご
支
援

ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

，

石
　
井
　
地
　
区

岩
　
本
　
忠
　
幸

　
　
　
　
佐
知
子

中
　
西
　
登

　
　
　
　
綾
　
子

井
　
上
　
雅
　
博

　
　
　
　
好
　
子

新
　
野
　
茂
　
雄

　
　
　
　
梅
　
子

喜
　
多
　
盛

　
　
　
　
美
千
代

仲
　
尾
　
衞

　
　
　
　
和
　
子

笹
　
岡
　
隆
　
治

　
　
　
　
萬
　
子

樋
　
口
　
久

　
　
　
　
ミ
サ
子

宮
　
崎
　
寬
　
丈

　
　
　
　
佳
　
世

渡
　
邊
　
春
　
一

　
　
　
　
弘
　
惠

 

浦
　
庄
　
地
　
区

野
　
口
　
孝
　
介

　
　
　
　
智
　
恵

武
　
市
　
崇
　
雄

　
　
　
　
由
紀
子

坂
　
尾
　
治
　
雄

　
　
　
　
久
　
子

大
久
保
　
淨
　
人

　
　
　
　
和
　
子

高
　
原
　
地
　
区

德
　
永
　
恒
　
雄

　
　
　
　
フ
ジ
子

小
　
田
　
實

　
　
　
　
洋
　
子

藍
　
畑
　
地
　
区

梶
　
本
　
佳
　
功

　
　
　
　
八
重
子

高
川
原
地
区

松
　
岡
　
安
　
利

　
　
　
　
捷
　
子

重
　
井
　
敬
　
三

　
　
　
　
和
　
子

藤
　
井
　
武

　
　
　
　
昭
　
子

近
　
藤
　
利
　
樹

　
　
　
　
綾
　
子

坂
　
尾
　
稔

　
　
　
　
靖
　
子

金
　
　
婚
　
　
者

石
　
井
　
地
　
区

近
　
藤
　
茂
　
雄

　
　
　
　
久
　
江

大
　
栗
　
直
　
己

　
　
　
　
蔦
　
代

仁
　
木
　
芳
　
照

　
　
　
　
眞
佐
子

大
　
栗
　
實

　
　
　
　
タ
ミ
子

浦
　
庄
　
地
　
区

岩
　
佐
　
伊
一
郎

　
　
　
　
喜
久
子

高
　
原
　
地
　
区

平
　
岡
　
嘉
　
明

　
　
　
　
ヒ
サ
子

松
　
岡
　
清
　
重

　
　
　
　
喜
美
子

藍
　
畑
　
地
　
区

姫
　
野
　
昭
　
治

　
　
　
　
恒
　
子

大
久
保
　
利
三
郎

　
　
　
　
ミ
サ
ヲ

高
川
原
地
区

高
　
橋
　
義
　
明

　
　
　
　
益
　
子

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
者

　
金
婚
者
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
者
は
、
敬
老

会
・
金
婚
者
激
励
会
へ
お
申
し
込
み
い
た

だ
い
た
ご
夫
婦
の
お
名
前
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。

●問 
長
寿
社
会
課
　
☎
６
７
４
・
６
１
１
１

金婚者代表
小田實さん・洋子さん

◀
写
真
は
、
遠
藤
達
郎
さ
ん
（
城
ノ
内
）
の
投
稿
◀

90歳到達者代表
久米勝さん

夫婦そろって８０歳代表
久米芳邦さん・豊子さん

米寿到達者代表
加登宏さん



（５） 平成２４年１１月１５日　第１６９号広 報 い し い

　
秋
空
の
下
、
幼
稚
園
、
小
中
学

校
や
各
地
区
で
運
動
会
や
秋
祭
り

が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
子
ど
も
達

が
家
族
や
先
生
と
一
緒
に
な
っ
て

運
動
場
を
駆
け
回
る
姿
を
見
る
と

生
き
て
い
る
こ
と
の
感
謝
や
石
井

町
と
い
う
素
晴
ら
し
い
町
に
住
ん

で
い
る
こ
と
を
誇
ら
し
く
感
じ
ま

す
。
運
動
会
で
は
「
絆
」
を
合
い

言
葉
に
日
頃
練
習
し
た
成
果
を
発

揮
す
る
中
で
笑
い
や
友
情
や
思
い

出
が
た
く
さ
ん
で
き
た
と
思
い
ま

す
。
　
黒
人
初
の
大
リ
ー
ガ
ー
、
ジ
ャ

ッ
キ
ー
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
名
言
を

残
し
て
い
ま
す
。「
不
可
能
の
反

対
は
可
能
で
は
な
い
。
挑
戦
だ
。」

人
種
差
別
を
バ
ッ
ト
一
本
で
打
ち

砕
い
た
選
手
で
す
。
ま
た
、
高
浦

中
学
校
で
は
文
化
祭
で
全
生
徒
が

「
い
じ
め
撲
滅
宣
言
」
を
し
ま
し

た
。
生
徒
達
だ
け
が
話
し
合
っ
て

決
め
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
石
井

町
の
子
ど
も
達
は
素
晴
ら
し
い
。

子
ど
も
達
が
色
々
な
こ
と
に
挑
戦

し
話
し
合
っ
て
こ
そ
素
晴
ら
し
い

学
校
に
育
っ
て
い
き
ま
す
。
み
ん

な
の
力
で
「
い
じ
め
」
を
未
然
に

防
止
す
る
「
い
じ
め
等
防
止
条
例
」

を
早
く
制
定
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

町長コラム
子
ど
も
達

子
ど
も
達
にに

教
え
ら
れ
た
こ

　
　
教
え
ら
れ
た
こ
とと

石
井
町
長

石
井
町
長
　
河
野
俊
明

河
野
俊
明

１　退職所得に係る個人住民税の１０％税額控除の廃止
　平成２５年１月１日以降に支払われるべき退職手当等から適用されます。
　

２　年金所得者の寡婦（寡夫）控除に係る申告手続きの簡素化
　年金保険者に提出する扶養親族申請書に寡婦（寡夫）を記載することにより、公的年金等に係る
所得以外の所得を有しなかった者が、寡婦（寡夫）控除を受けようとする場合の申告書の提出を不
要とします。平成２６年度以降の個人住民税について適用されます。
　　
３　「東日本大震災からの復興に関し地方公共団体が実施する防災のための施策に必要な財
源の確保に係る地方税の臨時特例に関する法律」の制定

　東日本大震災からの復興を図ることを目的として、東日本大震災復興基本法第２条に定める基本
理念により、平成２３年度から平成２７年度までの間において実施する施策のうち全国的に、かつ、緊
急に石井町が実施する防災のための施策に要する費用の財源を確保するため、臨時の措置として平
成２６年度から平成３５年度までの間、個人住民税の均等割を１,０００円（うち町民税５００円）引き上げます。
　

４　個人町民税の寄附金控除の対象となる寄附金
　石井町では、所得税の寄附金控除の対象のうち、県内に事務所または事業所を有する法人または
団体（⑽は県所管の特定公益信託）に対する以下の寄附金を条例で指定しています。
（平成２４年以降に支出した寄附金について適用されます。）
　⑴　指定寄附金（所得税法第７８条第２項第２号に基づき財務大臣が指定した寄附金）
　⑵　独立行政法人に対する寄附金
　⑶　地方独立行政法人に対する寄附金（平成２４年３月現在該当なし）
　⑷　特殊法人等のうち所得税法に規定する特定公益増進法人に該当する法人に対する寄附金
　⑸　公益社団法人または公益財団法人に対する寄附金
　⑹　旧民法第３４条により設立された法人のうち特定公益増進法人の認定を受けている法人に対す

る寄附金
　⑺　学校法人に対する寄附金（学校の入学に関してするものを除く。）
　⑻　社会福祉法人に対する寄附金
　⑼　更生保護法人に対する寄附金
　⑽　認定特定公益信託の信託財産とするために支出した金銭（徳島県所管のものに限る。）
　⑾　認定NPO法人に対する寄附金
　控除額の計算方法 　（ 寄附金の額 － ２千円 ） × ６％

 ※ 都道府県・市区町村や日本赤十字社・共同募金会への寄附金を含め、控除を受けられるのは総所得金額
等の３０％が限度です。

●問 税務課　町民税係　☎６７４－１１１５

石井町税条例の一部を改正する条例について、次のように改正されました。



第１６９号 広 報 い し い （６）平成２４年１１月１５日

 

受付期間
　１２月３日（月）～２０日（木）
　午前８時３０分～午後５時
 　　　　　 （土・日曜日を除く）　
●入園願書の交付および受付は、
入園を希望する幼稚園で行います。
●問 石井幼稚園　☎６７４－１７９９
●問 浦庄幼稚園　☎６７４－４０４２
●問 高原幼稚園　☎６７４－４２１９
●問 高川原幼稚園　☎６７４－３４４２
●問 藍畑幼稚園　☎６７４－４６７９
●問 教育委員会　学校教育課　　　
 　　　　　　　　　 ☎６７４－７５０５

 

　求職者支援制度は、雇用保険を
受給できない求職者の皆さんを対
象に、職業訓練（介護・パソコン・
医療事務）などを通じて、早期就
職を支援する制度です。徳島公共
職業安定所では、求職者支援訓練
の受講に関する説明会を次のとお
り開催します。ぜひご参加くださ
い。（事前予約不要）
●「求職者支援訓練受講説明会」
の開催日時
１２月３日（月）１０時～１１時
１２月１７日（月）１０時～１１時
１月８日（火）１０時～１１時
１月１７日（木）１０時～１１時
●問 徳島公共職業安定所
（徳島市出来島本町１丁目５番地）
 　　　　　　　　　 ☎６２２－６３７４

 

　名西消防組合では、この夏から
ホームページを開設しました。
　各種催し物のご案内、申請用紙
のダウンロード、その他のお知ら
せ等をインターネットから閲覧す
ることができます。ホームページ
アドレス（http://myozai119.jp/）
を入力、または「名西消防組合」
で検索してください。
●問 名西消防組合　☎６７４－６７８８

 

　犯罪被害給付制度について
　殺人など故意の犯罪行為によっ
て、ご家族の方を亡くされたご遺
族、重大な負傷または疾病を負っ

平成２５年度幼稚園児募集

求職者支援制度をご存じですか

名西消防組合からのお知らせ

石井警察署からのお知らせ

たり、後遺障がいが残った被害者
の方に対して、加害者からの十分
な損害賠償を受けることができな
かった場合等において、国が給付
金を支給する制度です。
●問 詳しくは、徳島県警察本部　
　犯罪被害者支援室　☎６２２－３１０１

 

 

気づくのは あなたと地域の 心の目
　児童虐待は、社会全体で解決す
べき問題です。
　虐待を受けたと思われる子ども
を見つけたときやご自身が出産や
子育てに悩んだときには連絡・相
談してください。
※匿名でも可能です。
　秘密は守られます。
●問 児童相談所全国共通ダイヤル
　 　　　　　　 ☎０５７０－０６４－０００
（お住まいの地域の児童相談所に
電話がつながります）

 

「必ずチェック最低賃金！
 　　　　　 使用者も、労働者も」

 

※特定の産業には特定（産業別）
最低賃金が定められています。
●問 徳島労働局賃金室  ☎６５２－９１６５

 

　厚生労働大臣認可の標準約款制
度に従って営業することを登録し
た「理容店」、「美容店」、「クリー
ニング店」、「めん類飲食店」、「一
般飲食店」では、店頭にＳマーク
を掲げています。登録店は、安

高川原福祉会館だより

１１月は児童虐待防止推進月間です

徳島県最低賃金

徳島県最低賃金
平成２４年１０月１９日から
時間額　６５４円

お店選びはＳマーク登録店で！

心・安全・衛生を約束する信頼で
きるお店です。
●問 （財）徳島県生活衛生営業指導セ
ンター　☎６２３－７４００

 

　高校、大学等への入学時・在学
中にかかる費用を対象とした公的
な融資制度です。
〈融資額〉学生・生徒
一人あたり３００万円以内
〈利率〉年２.３５％
（母子家庭の方は年１.９５％）
（固定金利、平成24年９月10日現在）
〈返済期間〉15年以内
（交通遺児家庭または母子家庭の
方については18年以内）
〈返済方法〉毎月元利均等返済
（ボーナス時増額返済も可能）
※東日本大震災により被害を受け
た皆さまに「災害特例措置」を実
施しています。
●問 教育ローンコールセンター
　☎０５７０－００８６５６（ナビダイヤル）
または☎０３－５３２１－８６５６

 

　浄化槽を設置されている方は、
年１回、浄化槽の水質に関する検
査（法定検査）を受けなければな
らないと浄化槽法に規定されてお
り、業者が行う保守点検・清掃と
は別に受けなければいけません。
　次の期間、徳島県知事指定検査
機関である、（公社）徳島県環境技
術センターから対象施設には申込
書を送付し、連絡・訪問しますの
で、ご協力をお願いします。
期　間　11月19日～11月30日
対象地区　石井町全域
●問 （公社）徳島県環境技術センター
　 　　　　　　　　 ☎６３６－１２３４

平成２４年１０月１日現在で実施し
ました就業構造基本調査に、ご
理解とご協力を賜りありがとう
ございました。
　就業構造基本調査から得られ
たデータは、国や都道府県が実
施する雇用政策及び経済政策な
どを企画・立案する上で重要な
指標として利用されます。
●問 財政課　☎６７４－７５０１

国の教育ローン

浄化槽法定検査のお知らせ

暮らし

あいさつは　心と心の　糸でんわ　　石井中学校１年　上田　瑛斗●第６２回社会を明るくする運動標語●

人権相談職業相談
１２月１３日（木）
１月１０日（木）

１１月１５日（木）
１月１７日（木）

日　程

午後１時～４時午後１時半～３時半時　間

石井町人権擁護委員ハローワーク職員相談員

子育て相談（こどもねっといしいと連携）「成年後見」無料相談

１２月１０日（月）
１１月２６日（月）
１２月１７日（月）

日　程

午前１０時半～正午午後１時半～３時半時　間
講演「ママもリフレッシュ」
講師:松崎美穂子さん（子育て支援
ネットワークとくしま理事長）

行政書士（コスモス成年
後見サポートセンター）相談員

高川原福祉会館　☎６７４－０４０３場　所
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と　き　１１月１７日（土）
　　　　午前９時～正午
ところ　ＪＡ名西郡本所
★午前１１時の表彰式終了後、農産
物の即売を行います。
●問 いきいき農業振興課
 　　　　　　　　 ☎６７４－１１１８

 

～いしい西部の文化財
 　　　　　　 いしぶみを訪ねて～
と　き　１１月２４日（土）
　　　　午前９時～正午
　（受付　午前８時３０分～）
集合場所　上浦南集会所
　　　　　（瑞泉寺南側）
参加費　無料
申込方法　社会教育課（☎６７４－
７５０５）までお申し込みください。
★今号の「石井町の文化財と伝承」
（Ｐ１０）で紹介している願成寺など
に行きます。
★石井町健康マイレージのポイント
対象です。

 

ところ　中央公民館
主　催　石井町文化協会
【展示の部】
と　き　１１月２３日（金）～２５日（日）
　　　　午前９時～午後５時
　（ただし、２５日は午後４時まで）
内　容　絵画、陶芸、書道、写真等
【芸能の部】
と　き　１１月２５日（日）
　　　　午前９時３０分～
内　容　邦楽、詩吟、舞踊、朗読等

農産物品評会

石井町文化財ウォーキング

第２７回石井町文化祭

 

広げよう、健康生活！
と　き　１２月２日（日）
　　　　午前１０時～午後１時３０分
ところ　中央公民館全館
内　容　式典／講演「増え続ける
じん臓病～じん臓を知る～」
（★今号の「健康メモ～慢性腎臓
病～」（P１１）について詳しく知り
たい方はぜひご参加ください。）
／各種健康づくりコーナーなど

★軽食あり（式典及び講演参加者のみ）
★石井町健康マイレージ対象事業
●問 保健センター 　　 ☎６７４－０００１

 

と　き　１２月８日（土）
　　　　午後１時３０分～
ところ　中央公民館（いしい藤ホール）
内　容　人権作文優秀作品表彰と
発表／名西高生による音楽演奏
／清原隆宣さん（奈良、西光寺
〔水平社運動発祥地〕副住職）
の講演「人の世に熱と光を！」

★臨時人権相談室・臨時無料託児
室を開設しています。
●問 教育委員会　社会教育課　　　
 　　　　　　　　　 ☎６７４－７５０５

 

と　き　１２月１６日（日）
　　　　午前１０時～午前１１時３０分
ところ　中央公民館
対象者　０歳から小学３年生
申込期限
　１２月５日（水）
申込先　町内の保育
所・幼稚園・小学
校、中央公民館、

　すくすく子育て課、
　ＮＰＯ法人こどもねっといしい
★サンタさんからのクリスマスプ
レゼントがあるよ！
●問 すくすく子育て課  ☎６７４－１６２３

 

真冬の夜を彩る光のファンタジー
と　き　１２月１２日（水）～
　平成２５年１月３日（木）
　午後５時～午後１０時
ところ　飯尾川公園
★１２月１２日（水）午後６時３０分か
ら点灯式を行います。
●問 石井町商工会 　　 ☎６７４－１２９２

第３０回石井町健康まつり記念大会

石井町総ぐるみ人権啓発研修大会

ふじっこ親子クリスマス会

ほなけん石井イルミネーション

 

と　き　平成２５年１月２日（水）
　　　　受付　午前９時３０分～
　　　　式典　午前１０時～
ところ　中央公民館
該当者　平成４年４月２日～
平成５年４月１日に生まれた方
●問 教育委員会　社会教育課
 　　　　　　　　　 ☎６７４－７５０５

 

　町民の皆さんの健康づくりを支
援するために、健康づくりボラン
ティア「がん対策保健推進員」が
活躍しています。
　町内在住の４０歳以上の方で、が
ん対策保健推進員として活動して
みたいという方は、養成講座を受
講してください。
と　き　１２月１９日（水）
　　　　午前９時３０分～１１時３０分
ところ　保健センター
●問 受講希望者は、１２月１４日（金）
までに保健センター（☎６７４－
０００１）までお申し込みください。

 

と　き　１１月２２日（木）
　　　　１２月２７日（木）
健康相談（要予約）：午後１時～３時
体操教室：午後３時～４時
ところ　保健センター
対　象　町内在住の４０歳以上の方
参加費　無料
●問 保健センター 　　 ☎６７４－０００１

 

受付期間
　１２月３日（月）～１４日（金）
　午前８時３０分～午後５時
 　　　　　　 （土・日曜日を除く）
●申込書の交付はすくすく子育て
課または各保育所で、受付は入所
を希望する保育所で行います。
●問 石井保育所　☎６７４－０３４９
●問 浦庄保育所　☎６７４－６７９２
●問 高原保育所　☎６７４－３２８９
●問 高川原保育所　☎６７４－６８４９
●問 光の子保育園　☎６７４－２５３０
●問 さくら保育園　☎６７５－０２８０
●問 いしいキッズ　☎６７４－７８９８
●問 すくすく子育て課  ☎６７４－１６２３

平成２５年石井町成人式

石井町がん対策保健推進員養成講座

健康相談・体操教室

平成２５年度保育所児童募集

「お知らせ」は、こちらからお読みください

Information

催　し

お知らせ

築こうよ　未来につなぐ　明るい社会　　石井中学校２年　飯盛　啓太●第６２回社会を明るくする運動標語●

募　集



第１６９号 広 報 い し い （８）平成２４年１１月１５日

消
防
詰
所
の
建
て
替
え

　
平
成
　
年
９
月
末
に
、
浦
庄
分

２４

団
第
１
部
詰
所
（
大
万
）
の
建
て
替

え
が
完
了
し
ま
し
た
。
今
後
、
一

時
避
難
場
所
と
し
て
も
活
用
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、　「
石
井
分
団
第
２

部
」
及
び
「
石
井
分
団
第
６
部
」
の

詰
所
に
つ
い
て
も
、
建
て
替
え
に

向
け
た
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
今
年
度
内
に
建
て
替
え

が
完
了
す
る
予
定
で
す
。

●問 
危
機
管
理
対
策
室

 　
　
　
　
 ☎
６
７
４
・
１
１
７
１

ありがとう　小さな言葉が　未来を変える　　石井中学校３年　井上　詩苑●第６２回社会を明るくする運動標語●

「わが母の記」上映会
　昭和の文豪・井上靖の自伝的
小説を豪華キャストで描く親子の
絆の物語。
日　時　１２月１４日（金）
　　　　①１３:３０～
　　　　②１８:３０～
場　所　石井町中央公民館
入場料　一般：前売１,０００円（当日１,３００円）
　　　　小中高生：８００円、シニア：１,０００円
※前売券は、石井町社会福祉協議会、石井町教育委
員会、中央公民館、各公民館分館等にて販売
●問 石井町社会福祉協議会　☎６７４－０１３９

ふるさと納税で石井町を
応援してください
　石井町では、町外にお住まいの「石井町を応援し
たい」と思っている方からの寄附金を募集しています。
ぜひ、「ふるさと納税は石井町へ」と PR をお願いし
ます。ふるさと納税は、寄附をすることで所得税とお
住まいの市町村の住民税から一定の控除を受けるこ
とができます。
　ふるさと納税の仕組み、寄附金の使い道や寄附金
申込書のダウンロードなど詳しくは、石井町ホーム
ページ（http://www.town.ishii.lg.jp/）をご覧く
ださい。
●問 総務課　☎６７４―１１１１
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が
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こ
の
資
機
材
は
、
自

主
防
災
組
織
の
訓
練
に

活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
防
災
力
の
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、

大
規
模
災
害
時
に
は
、

こ
の
資
機
材
を
応
急
活

動
等
に
使
用
し
ま
す
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名西郡医師会からのお知らせ

町民の皆様へ　ＡＥＤ貸出ができます！
　平成２４年３月、名西郡医師会はＡＥＤ
を購入しました。ＡＥＤは所属の医療機関
と名西郡医師会訪問看護ステーションに
保管されています。
　個人的なことでなく公的な行事で使用したいとい
うご希望があればＡＥＤを無料で貸出しますので、お
近くの医療機関でご相談ください。医療機関に契約
書を備えていますので、責任者の方は契約内容をご
一読のうえ、ご署名をお願いします。ＡＥＤの使用方
法を十分にご理解いただいてご活用ください。

名西郡医師会事務局（田中医院内）

中央公民館図書室　図書貸出カード
「ふじっこちゃん」 のイラスト入りでリニューアル！
　ご希望があれば現在ご利用の図書カードと交換
もしております。この機会にぜひ図書室をご利用く
ださい。

●問 石井町中央公民館図書室　☎６７４－2002

ふ る さ と

災 害 時 用 資 機 材 名
ガソリン携行缶　２０L
防災用ハロゲンライトセット　３００ｗ２灯式
AED（ハートスター）
防滴コードリール　３０M
ショルダー型メガホン
テント　３×６M
テント用荷重プレート　２０Kｇ
テント用キャリー 　アルミ製
救急工具箱セット
チェーンソー
発電機
防災用油圧ジャッキ　頭部５ｔ
折りたたみ式車いす
移動かまど
担架（四つ折り）
AED　訓練セット

数 量
２　台
２　台
１　台
２　台
２　台
２　台
８　個
１　台
２　台
２　台
２　台
１　台
１　台
１　台
２　台
１　台

建て替え前 浦庄分団第１部詰所（大万）

→
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　「未公開株」や「社債」などを、「 儲 かるから」と言葉巧みに勧誘し、「少しでも
もう

釈 若錫錫錫錫錫錫
儲かるなら」との消費者の心理につけ込み、大金がだまし取られています。金融庁
職員を名乗り、被害調査と偽り、安心させてあたかも優良株のような錯覚をおこ
させ買わせることもあります。

儲かる未公開株を
紹介します。
あなただけですよ。

代わりに買ってくれたら
お礼を差し上げますよ。

と言われ

し
か
し… と言われ

つい…

と断った。

いりません。
あんたが買えば。

ほほう、
ええ話
じゃのう。

◆対処法
１．うまい話にはウラがあるもの
　肝に銘じましょう。知っていても不景気な世情ではよい話に心ひかれるのも無理はありません。
　悪質業者は人々の心理状態と社会情勢を利用し不安をあおり契約させようとします。
２．すぐに契約しない
　「今だけ」「あなただけ」は悪質業者の 常 

じょう

 套  句 です。冷静になればおかしい点に気づきます。
とう く

３．情報を共有化する
　訪問販売で次々に契約させられそ
うだったお年寄りが、近所の一声で難
を逃れた事例もあります。
　情報の共有化による地域力は防御
法の大きな武器になります。
４．相談する
　ご家族、警察、役場、地域の民生委
員さん、消費者情報センターなどあな
たの味方は近くにいます。

●問 石井町消費生活相談所（石井町高川原字高川原６６－５　石井町農業研修センター内）
　☎０８８－６７４－２４６８　相談日時／毎月第２・第４水曜日　１３時～１６時
●問 徳島県警察総合相談センター　県民の声１１０番
　☎０８８－６５３－９１１０　相談受付時間／２４時間対応
●問 徳島県消費者情報センター（徳島市徳島町城内２－１　とくぎんトモニプラザ５階）
　消費生活相談受付　☎０８８－６２３－０１１０
　相談時間／平日（水曜日を除く）９時～１８時、土曜日・日曜日９時～１６時
　休所日／水曜日・祝日・年末年始

徳島県内で　徳島県内でのの儲 儲 け話（利殖商法）による今年の被害総額は１億円を超えています。昨年の２倍の早さ。財け話（利殖商法）による今年の被害総額は１億円を超えています。昨年の２倍の早さ。財布布
ももうう

の紐を固く締めて自衛しているはずの消費者がなぜだまされるのでしょうかの紐を固く締めて自衛しているはずの消費者がなぜだまされるのでしょうか。。
賢い消費者になるための、悪質商法の手口と対処法をお知らせしたいと思います　賢い消費者になるための、悪質商法の手口と対処法をお知らせしたいと思います。。
◆悪質商法の手口
　今、悪質商法の手口のほとんどが「劇場型詐欺」と呼ばれるお芝居型詐欺です。複数の人物が互いに無関係を装
いながら裏でグルになって、無価値な商品を価値あるもののように思わせて売りつける、それがまるで舞台劇のよ
うなので「劇場型詐欺」といいます。
　また、「交通事故を起こした。示談金を振り込んで」という古典的な手口が進化して、弁護士、勤め先の上司、友人な
どになりすまし、「示談金を受け取りに行くから現金を用意して」という現金受取型詐欺の手法も増えてきました。

 流  行 ってます　
は や

 劇 
げき

 場 
じょう

 型  詐  欺 にご用心
がた さ ぎ

悪質商法のワナにはこう対処する
　　　（ＮＰＯ法人　徳島県消費者協会　消費者啓発指導員　松尾富子さんに消費者へのアドバイスをいただきました）

10,000

10,000

10,000

10,000

10,00010,000

※訪問販売や電話勧誘販売などで商品などの
　購入契約をした後でも、一定期間内であれ
　ばこれを解約することができる制度。

※



第１６９号 広 報 い し い （１０）平成２４年１１月１５日

　
近
代
に
は
い
っ
て
間
も
な
い
明
治
２（
１
８
６
９
）年
、 版
  籍
  奉
  還
 に
よ
っ
て

は
ん
 せ
き
 ほ
う
 か
ん

徳
島
藩
の
領
地
・
領
民
が
天
皇
に
返
還
さ
れ
、藩
主
は
知
藩
事
と
し
て
執
政
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。も
と
も
と
、藩
主
の
 蜂
  須
  賀
  家
 は
阿
波
国
・
淡
路
国
の

は
ち
 
す
 
か
 
け

２
国
を
領
有
し
て
お
り
、そ
の
後
も
そ
の
領
地
を
ほ
ぼ
ひ
き
つ
い
で
い
ま
し

た
。し
か
し
現
在
で
は
、淡
路
島
は
兵
庫
県
に
含
ま
れ
、徳
島
県
は
旧
阿
波
国
１

国
の
範
囲
と
な
っ
て
い
ま
す
。今
回
は
、こ
の
淡
路
国
が
徳
島
か
ら
別
れ
る
 遠
 
え
ん

 因
 と
な
っ
た
、 庚
  午
  事
  変
 あ
る
い
は
 稲
  田
  騒
  動
 ・ 徳
  島
  藩
  騒
 

い
ん
 

こ
う
 
ご
 
じ
 
へ
ん
 

い
な
 
だ
 
そ
う
 ど
う
 
と
く
 し
ま
 は
ん
 そ
う

 擾
 
じ
ょ
う

 事
  件
 と
呼
ば
れ

じ
 
け
ん

る
事
件
に
ま
つ
わ
る
文
化
財
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
浦
庄
小
学
校
を
南
へ
道
沿
い
に
行
き
、山
側
へ
わ
ず
か
に
登
っ
た
と
こ
ろ
に

あ
る
願
成
寺
。山
門
を
く
ぐ
り
、境
内
に
入
っ
た
右
手
奥
に「
庚
午
記
念
碑
」と

呼
ば
れ
る
石
碑
が
立
っ
て
い
ま
す
。碑
文
に
は
、版
籍
奉
還
の
翌
年
で
あ
る
明

治
３（
１
８
７
０
）年
５
月
　
日
に
徳
島
藩
士
が
、同
じ
く
徳
島
藩
士
で
あ
っ
た

１３

稲
田
家
を
討
つ
べ
く
挙
兵
し
た
た
め
、知
藩
事
は
こ
れ
を
止
め
る
た
め
 監
  察
 で

か
ん
 さ
つ

あ
る
 下
 
し
も

 條
 
じ
ょ
う

 勘
  兵
  衛
 と
 弁
  事
 で
あ
る
 牛
  田
  九
  郎
 を
遣
わ
し
説
得
し
ま
し
た
が
容

か
ん
 
べ
 
え
 

べ
ん
 
じ
 

う
し
 
だ
 
く
 
ろ
う

れ
ら
れ
ず
、２
名
は
そ
の
場
で
切
腹
し
て
藩
士
を
 鎮
 め
た
と
記
さ
れ
て
い
ま

し
ず

す
。こ
の
碑
文
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
場
面
の
背
景
と
な
っ
た
の
は
、江
戸
時
代
を

通
じ
て
徳
島
藩
の
 筆
  頭
  家
  老
 を
つ
と
め
て
き
た
稲
田
家
に
よ
る
分
藩
独
立
運

ひ
っ
 と
う
 
が
 
ろ
う

動
と
、そ
れ
に
対
す
る
徳
島
藩
士
の
反
発
で
し
た
。

　
戦
国
時
代
末
期
、稲
田
家
の
 家
  祖
 と
さ
れ
る
 稲
  田
  稙
  元
 は
、 蜂
  須
  賀
  正
  勝
 と

か
 
そ
 

い
な
 
だ
 
た
ね
 も
と
 

は
ち
 
す
 
か
 
ま
さ
 か
つ

義
兄
弟
の
契
り
を
結
び
、正
勝
の
子
 家
  政
 が
阿
波
を
拝
領
し
た
と
き
に
は
と
も

い
え
 ま
さ

に
阿
波
入
り
し
ま
し
た
。以
来
、稲
田
家
は
脇
町
と
洲
本
に
１
万
石
以
上
と
い

う
破
格
の
 知
 
ち

 行
 
ぎ
ょ
う

 地
 を
得
て
、江
戸
時
代
を
通
じ
て
筆
頭
家
老
と
淡
路
の
洲
本
城

ち

 城
 
じ
ょ
う

 代
 を
つ
と
め
て
き
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、稲
田
家
家
臣
に
は
蜂

だ
い

須
賀
家
家
臣
と
は
い
え
半
ば
独
立
し
た
大
名
に
仕
え
て
い
る
と
い
う
意
識
が

あ
り
ま
し
た
。し
か
し
蜂
須
賀
家
の
 直
  臣
 か
ら
は
家
臣
の
家
臣
で
あ
る「
 陪
  臣
 」

じ
き
 し
ん
 

ば
い
 し
ん

と
し
て
 侮
 ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

あ
な
ど

　
そ
し
て
幕
末
、 尊
  王
 ・ 佐
  幕
 と
世
論
が
揺
れ
、徳
島
藩
も
藩
論
を
決
め
か
ね
て

そ
ん
 の
う
 

さ
 
ば
く

い
る
中
で
、稲
田
家
家
臣
は
い
ち
早
く
尊
王
の
立
場
を
明
確
に
し
、倒
幕
活
動

に
加
わ
り
ま
す
。本
藩
の
意
向
か
ら
は

な
れ
た
こ
の
行
動
は
両
者
の
確
執
を
深

め
ま
す
が
、 大
  政
  奉
  還
 に
よ
り
幕
府
が

た
い
 せ
い
 ほ
う
 か
ん

消
滅
し
た
こ
と
で
結
果
的
に
は
時
勢
に

乗
っ
た
か
た
ち
と
な
り
、稲
田
家
家
臣

の
自
負
を
大
い
に
強
め
ま
し
た
。

　
し
か
し
明
治
２（
１
８
６
９
）年
の
版

籍
奉
還
に
よ
り
、従
来
の
武
士
は
 士
  族
 、下
級
家
臣
は
 卒
  族
 と
さ
れ
、稲
田
家
当

し
 
ぞ
く
 

そ
つ
 ぞ
く

主
で
あ
る
 稲
  田
  邦
  稙
 筆
頭
家
老
を
含
む
徳
島
藩
家
臣
も
士
族
に
な
り
ま
す
が
、

い
な
 
だ
 
く
に
 た
ね

稲
田
家
家
臣
は
徳
島
藩
の
直
臣
で
は
な
く
陪
臣
と
い
う
こ
と
で
卒
族
に
さ
れ

ま
す
。こ
れ
に
不
満
を
持
っ
た
稲
田
家
家
臣
が
旧
藩
主
で
あ
る
知
藩
事
に
士
族

編
入
を
求
め
、さ
ら
に
は
政
府
に
徳
島
藩
か
ら
の
独
立
を
願
い
出
た
こ
と
で
徳

島
藩
士
族
の
怒
り
を
買
い
、つ
い
に
は
藩
内
有
志
が
稲
田
家
本
拠
で
あ
る
脇

町
・
洲
本
を
襲
撃
す
る
事
態
に
至
り
ま
す
。明
治
政
府
が
新
た
な
体
制
を
つ
く

る
た
め
に
腐
心
し
て
い
る
中
で
の
内
乱
と
な
れ
ば
、徳
島
藩
蜂
須
賀
家
が
政
府

か
ら
に
ら
ま
れ
る
こ
と
必
至
の
状
況
に
あ
っ
て
、幸
い
に
も
脇
町
へ
の
襲
撃
は

碑
文
の
と
お
り
下
條
・
牛
田
の
 挺
  身
 に
よ
り
下
浦
で
止
め
ら
れ
実
現
し
ま
せ
ん

て
い
 し
ん

で
し
た
。し
か
し
、稲
田
家
の
も
う
ひ
と
つ
の
所
管
地
で
あ
る
洲
本
で
は
襲
撃

に
よ
り
　
名
以
上
の
死
者
を
出
し
、襲
撃
を
主
謀
し
た
藩
士
は
切
腹
と
な
り
ま

１０

し
た（
ち
な
み
に
、こ
れ
が
法
的
な
刑
罰
と
し
て
の
最
後
の
切
腹
と
さ
れ
て
い

ま
す
）。そ
し
て
稲
田
家
に
つ
い
て
は
、当
主
邦
稙
は
兵
庫
県
管
轄
下
と
な
り
、

家
臣
の
士
族
編
入
は
認
め
ら
れ
た
も
の
の
、分
藩
独
立
は
果
た
せ
ず
、政
府
に

北
海
道
へ
の
移
住
と
開
拓
を
命
じ
ら
れ
ま
す
。こ
の
稲
田
家
の
北
海
道
開
拓
の

も
の
が
た
り
は「
 北
 の
 零
  年
 」と
い
う
映
画
に
な
り
平
成
　（
２
０
０
５
）年
に

き
た
 

ぜ
ろ
 ね
ん

１７

公
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
庚
午
事
変
と
い
う
徳
島
藩
内
の
対
立
が
遠
因
と
な
っ
て
、明
治
４（
１
８
７

１
）年
の
 廃
  藩
  置
  県
 で
は
淡
路
北
半
の
洲
本
が
兵
庫
県
へ
編
入
、同
年
に
戻
さ

は
い
 は
ん
 
ち
 
け
ん

れ
て
徳
島
県
は
 名
 
み
ょ
う

 東
  県
 と
改
称
し
ま
す
。そ
の
後
、香
川
県
の
編
入
と
分
離
を

ど
う
 け
ん

経
て
、明
治
９（
１
８
７
６
）年
に
高
知
県
へ
編
入
さ
れ
た
際
に
名
東
県
の
名
称

は
消
滅
、淡
路
は
全
域
が
兵
庫
県
へ
編
入
さ
れ
ま
す
。そ
し
て
明
治
　（
１
８
８

１３

０
）年
に
高
知
県
か
ら
別
れ
て
再
び
徳
島
県
が
置
か
れ
、現
在
の
徳
島
県
域
が

成
立
し
た
の
で
し
た
。

〈
参
考
文
献
〉

浦
庄
村
史
出
版
委
員
会「
庚
午
事
変
」「
願
成
寺
」『
浦
庄
村
史
』１
９
６
５
年

髙
橋
　
啓
「
近
代
化
か
ら
戦
争
の
時
代
へ
」『
徳
島
県
の
歴
史
』
２
０
０
７
年

 願
 
が
ん

 成
 
じ
ょ
う

 寺
 の
 庚
  午
  記
  念
  碑
 

じ
 

こ
う
 ご
 
き
 ね
ん
 ひ

第４回

集
団
検
診
に
つ
い

集
団
検
診
に
つ
い
てて

実
施
日
　
平
成
　
年
　
月
　
日（
水
）

２４

１２

１２

　
　
　
　
平
成
　
年
１
月
　
日（
水
）

２５

１６

受
付
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

　
※
時
間
予
約
制

検
診
内
容
及
び
対
象
者

骨
量
測
定
：

　
～
　
歳
の
方（
2
年
毎
）

１９

６９

乳
が
ん
検
診（
乳
房
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
）：

　
歳
以
上
の
女
性（
２
年
毎
）

４０※
対
象
年
齢
は
、
平
成
　
年
４
月

２５

１
日
現
在
。

※
定
員
に
な
り
次
第
受
付
を
終
了

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

費
　
用
　
無
料

場
　
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

申
込
方
法

　
お
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。ご

希
望
の
方
は
、　
月
　
日（
土
・
日
・

１２

１１

祝
日
除
く
）ま
で
に
保
健
セ
ン
タ

ー（
☎
６
７
４
・
０
０
０
１
）へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。



（１１） 平成２４年１１月１５日　第１６９号広 報 い し い

慢性腎臓病②　慢性腎臓病ってどんな病気？
秋らしくなってきた今日このごろですが、いかがお過ごしでしょうか。
さて今回は、前回に続いて「慢性腎臓病（CKD）」について、お話しします。

※１：eGFRとは、糸球体ろ過量のことで、簡単なイメージで言うと･･･ 一つの腎臓に１００万個ある
　　　糸球体（糸球体で血液をろ過）が、どれだけ機能しているかを示しています。

◆予防法は？ 　　基本は生活習慣病予防と同じです !!
　 　肥満予防………腹八分目を心がけ、エネルギーの摂りすぎに注意 !!
　 　体を動かす……徒歩で買い物をするなど積極的に体を動かしましょう。
　 　ストレス解消…趣味を見つけて、余暇活動を楽しみましょう。
　 　十分な睡眠……体と心の健康を守るために、睡眠は重要です。
　 禁煙……………喫煙は「百害あって一利なし」です。周囲のためにも禁煙を。
　 飲酒は適量……アルコールの摂りすぎは腎機能に過剰な負担をかけてしまいます。
○注　ここにあげたものはあくまでも予防法です。すでに上記「慢性腎臓病の定義」にあてはまる
方は、治療が必要な場合がありますので、専門医にご相談ください。

次の項目の両方またはどちらかが３か月以上続くと「慢性腎臓病」と診断されます。

◆慢性腎臓病（CKD）の定義

接
種
対
象
者

①（
接
種
日
に
お
い
て
）
石
井
町
に

住
民
票
を
有
す
る
65
歳
以
上
の
方

②（
接
種
日
に
お
い
て
）
石
井
町
に

住
民
票
を
有
す
る
60
歳
以
上
65
歳

未
満
の
方
で
、
心
臓
機
能
障
が
い

１
級
・
腎
臓
機
能
障
が
い
１
級
・

呼
吸
器
機
能
障
が
い
１
級
の
手
帳

を
有
す
る
方
な
ど

接
種
期
間

　
平
成
24
年
11
月
１
日
（
木
）
〜

　
　
　
　
平
成
25
年
１
月
15
日
（
火
）

接
種
回
数
　
１
人
１
回

接
種
料
金
　
１
人
千
円
（
接
種
当
日
、

医
療
機
関
窓
口
に
て
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。）

　※

対
象
者
①
ま
た
は
②
に
該
当
す

る
方
で
、
か
つ
生
活
保
護
を
受

給
さ
れ
て
い
る
方
は
無
料
。

持
参
品
　
印
鑑
・
健
康
保
険
証
・
接

種
代
金
千
円
・
老
眼
鏡
（
必
要
な

方
の
み
）

　※

対
象
者
②
に
該
当
す
る
方
は
、

身
体
障
が
い
者
手
帳
の
写
し
が

必
要
で
す
。

接
種
医
療
機
関
　
町
内
医
療
機
関

問 

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
６
７
４
・
０
０
０
１

健康
メモ

 

腎臓

１．たんぱく尿が出ている。（腎臓の障がいがみられる）　　　　尿検査で分かります。

２．eGFR（※１）が 60未満　　　　血液検査の血清クレアチニン値から分かります。

◆自覚症状はあるの？ 　　初期段階ではほとんど自覚症状がありません !!

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
に
つ
い
て

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
に
つ
い
て

予
防
接
種
に
つ

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
に
つ
い
て

〈イメージ図〉　　【正常な腎臓】 【機能低下の腎臓】

○：正常な糸球体
●：機能低下の糸球体

eGFR30までは
ほとんど無症状

eGFR29～15
頻尿･貧血･高血圧など

eGFR15未満
人工透析･腎移植必要 !!

全過程に渡って 脳卒中･心筋梗塞など合併症発症の可能性あり

花ひらく　広がるやさしさ　伝わる笑顔　　高浦中学校３年　山口　華奈●第６２回社会を明るくする運動標語●



第１６９号 広 報 い し い （１２）平成２４年１１月１５日

「いしい英語大好き事業」の一環で、ニュー
ヨーク出身のリチャード・ダフィー先生が、
９月から高川原・高原幼稚園で教えていま
す。歌やゲームなどを取り入れ、子どもたち
は楽しみながら本場の英語に触れています。

幼稚園２園で英語教育スタート

石井町青年団・石井町学生ボランティア
委員会による２４時間テレビ募金活動がフ
ジグラン石井といしいドームで行われ、
４５４,７４２円の募金が集まりました。（県内
総額８,１２６,２４４円）

　　２４時間テレビ募金活動 いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいしししししししししししししししししししししいしいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
スススススススススススススススススススススナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッスナッププププププププププププププププププププププ

石
井
町
の
話
題
を

紹
介
し
ま
す
。

NHK徳島放送局のお昼の番組「とくし
まi」で石井CATVが取り上げられ、特別
ゲストとして“ふじっこちゃん”も出演。
石井町の魅力をたっぷり伝えました。

　　“ふじっこちゃん”「とくしまｉ」出演

日本最大のスポーツの祭典、第６７回国
民体育大会「ぎふ清流国体」に出場す
る町関係の選手や監督への激励会が町
役場で開催されました。

　　国体出場者激励会

オープニングイベントに、石井町ＰＲ
大使の“ふじっこちゃん”も出演し、
会場のアスティとくしまに訪れた大勢
のお客さんとふれあいました。

　　 　　　 ２０１２とくしまINAKA博覧会 

高浦中学校の全生徒１６２名
が、全員で協力して、
「いじめない」
「いじめをさせない」
「いじめを見逃さない」
をスローガンに、毎日楽し
く学校生活を過ごせるよう
に思いやりのあふれる学校
にすることを誓いました。

　　高浦中学生　文化祭で「いじめ撲滅」を宣言

8
２６

９
２２

９
２５

中央公民館２階ギャラリーにて、子ども
たちの個性あふれる作品を展示。より多
くの方にご参加いただけるよう、「夏休
み子ども教室」は来年も開催予定です。

 　　　　　　　　　　 「夏休み子ども講座」陶芸体験作品展示 

劇団飛行船によるミニ劇場「赤ずきん」
が中央公民館で上演され、園児や保護
者など約６８０人が楽しいひとときを過
ごしました。

　　幼稚園の集い　観劇会

石井町地域防災交流センターで、利包
自治会自主防災会の約６０人が参加し、
名西消防によるロープワークや炊き出
し訓練などが行われました。

　　“ふじっこちゃん”大阪へ9
9

9
１７～9

１８
9
２３

９
２７ ～9

２２
9
２３

新世界串かつ振興会主催の「百年縁日」と浪
速公園で開催された「ナニワ区民まつり」に
参加し、ステージでのＰＲ活動や記念撮影
など、“ふじっこちゃん”は大阪でも人気者。

　　　利包自治会自主防災会　防災訓練9
２２



（１３） 平成２４年１１月１５日　第１６９号広 報 い し い

●祝 
　
全
国
大
会
出
場

!!

第４３回ジュニアオリンピック
陸上競技大会（女子Ａ１００ｍ）
田村　綾菜さん
（石井中３年）

高円宮杯第６４回全日本
中学校英語弁論大会
佐藤　小夏さん
（高浦中３年）

中央公民館で、アフリカ出身のB.B.モフラ
ンさんとダウディさんが参加者と一緒に
歌ったり踊ったり、会場は大いに盛り上が
りました。（石井町国際交流協会主催）

　　秋のコンサート♪

〈事前キャンペーン活動〉

　　秋の交通安全運動

〈交通安全マナーガール〉

１０
２ ～9

２１
9
３０

「笑顔の架け橋でつながろう！」をテー
マに、中央公民館では、こども文化祭・
美術展、ボランティア団体等による模
擬店など多彩な催しが行われました。

　　石井町ボランティアフェスティバル

大塚製薬のキャンペーン事業の一環で、名波
浩さんが石井中学校サッカー部の臨時コー
チとして訪れ、チームが強くなるための練習
方法など実演を交えて指導してくれました。

　　　　元日本代表の名波さんが臨時コーチに！

前山公園グラウンドで、各地区の老人
クラブ連合会から４９１人が参加し、スポ
ーツを通じて交流を深めました。優勝
は高川原地区、準優勝は浦庄地区。

　　老人体育大会１０
１６１０

２１

今年で６回目の開催。各地区で多くの
方にご参加いただき、ありがとうござい
ました。皆さんからのご意見やご要望
は今後の町政運営に生かしていきます。

ミニタウン集会

８月２８日に開催された第２回は「防災」
をテーマに、救命処置や防災クイズで
知識を増やし、タオル２～３枚で簡単
にできる防災ずきんを作りました。

毎回大人気！あすなろいきいき塾（石井ボランティアあすなろ会主催）

９月２５日に開催された第３回は「声の
達人に学ぶ！」をテーマに、童謡・吟
詠・民謡など大声で歌ったり、かけ声を
かけたりしました。

９月１５日にフジグラン石井で、名西交通安全協会や交通安全母の会等が参加し事
前キャンペーン活動が行われ、９月２４日には交通安全マナーガールによる事業所
訪問が行われました。

１０
１２

　
徳
島
県
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
推
進
大
会
が
、
と
く
ぎ
ん
ト
モ
ニ
プ

ラ
ザ
（
徳
島
市
）
で
開
催
さ
れ
、
地
域

自
主
防
犯
活
動
に
貢
献
し
た
石
井
町

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
知
事
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　
　
 石
井
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

「
徳
島
県
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
賞
」受
賞

石井町老人クラブ連合会
会長　河野計之さん

１０
１



第１６９号 広 報 い し い （１４）平成２４年１１月１５日

平成２４年度ふじっこちゃんＰＲ事業平成２４年度ふじっこちゃんＰＲ事業

問

ぬいぐるみプレゼント第9号♪

ぬいぐるみプレゼント第11号♪

みんなの
ページだよ！

ぬいぐるみプレゼント第8号♪ ぬいぐるみプレゼント第10号♪
　宇原　絵茉ちゃん（城ノ内）

（父　大樹さん・母　由里子さんの次女）

え ま

　矢野　雛子ちゃん（石井）
（父　拓馬さん・母　倫子さんの長女）

ひなこ

　笠井　瑠那ちゃん（南島）
（父　直樹さん・母　君代さんの次女）

る  な 　三浦　　杏ちゃん（石井）
（父　靖史さん・母　久美子さんの長女）

あん

　４月から、婚姻届や出生届の届け出をされた方（町内在住者に限る）に、石井町イメー

ジキャラクターふじっこちゃんの缶バッジをプレゼントしています。さらに、ハート

付きの缶バッジを引き当てると、ふじっこちゃんのぬいぐるみをプレゼントします。

　わくわく観光情報課　☎６７４－１１３７

タイトル：食欲の秋ですね タイトル：男の子？女の子？
石井小学校５年生の作品
タイトル：クリスマス

あっ
サンタだ

サンタさん
　　こっちに
　　　きてー

サンタでは
ありません。
かせいふの

　 三田
　　です

み　た

笠井綾乃さん（関）の作品
タイトル：映　画

ね
ぇ
ー

ゆ
は
は
、…

ス
テ
キ

　
ね
〜
♡

ね
て
る

ふじっこちゃん4コマ漫画も登場♩

4コマ漫画投稿4コマ漫画投稿



（１５） 平成２４年１１月１５日　第１６９号広 報 い し い

●
ハ
ガ
キ
で

　
◆
広
報
ク
イ
ズ

　
◆
短
歌
、
俳
句
、
川
柳

　
◆
イ
ラ
ス
ト
（
か
な
ら
ず
黒
の

油
性
ペ
ン
で
書
い
て
く
だ
さ

い
・
カ
ラ
ー
不
可
）

　
◆
四
コ
マ
漫
画

　
◆
サ
ー
ク
ル
紹
介

　
◆
作
っ
て
欲
し
い
コ
ー
ナ
ー
・

教
え
て
欲
し
い
事
な
ど

●
封
書
で

　
◆
赤
ち
ゃ
ん
紹
介
、
か
わ
い
い

ペ
ッ
ト
紹
介
な
ど
（
写
真
に

コ
メ
ン
ト
も
添
え
て
送
っ
て

く
だ
さ
い
）

　
◆
広
報
い
し
い
の
表
紙
や
い
し

い
ス
ナ
ッ
プ
を
飾
る
写
真

（
未
発
表
作
に
限
り
ま
す
）

　
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
年

齢
（
ま
た
は
学
年
）
を
か
な
ら
ず

書
い
て
郵
便
で
お
送
り
下
さ
い
。

　
な
お
、
応
募
多
数
の
場
合
は
掲

載
で
き
な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
応
募
ハ
ガ
キ
等
は
お
返

し
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
下
さ
い
。

応
　
募
　
方
　
法

※９月号の答え「①ニコル②11」　９月号の当選者は次のとおりです。おめでとうございます！
★図書カード…一宮一郎（石井）、遠藤藤恵（城ノ内）、岡崎那春（高畑）、井上澄子（加茂野）、井内宏（天神）
★ふじっこちゃんストラップ…井上等江（石井）、川野和代（石井）、中山幸子（関）、松浦町子（中島）、外木宏明（神奈川県）《敬称略》
９月号の応募総数は４２通でした。たくさんのご応募ありがとうございました。

　○に入る言葉は何でしょう。
［問１］　平成２４年９月１２日に中央公民館で「○○会・金婚者激励会」が開催さ

れました。
［問２］　「ふじっこちゃん宝○○１４１」抽選券は、平成２４年１１月１５日～１２月１１日

に発行されます。
　ハガキに記入例のように答えを書いて、応募方法により１２月１４日（金）役場必
着でご応募ください。抽選で「１,０００円の図書カード」（５名）、または「ふじっ釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫
こちゃんストラップ」（５名）を進呈します。釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫

図書カード・ふじっこちゃんストラップを当てよう！広報クイズ
※記入例　

【問１】○○会
【問２】宝○○
住所・氏名（フリガナ）・
年齢（または学年）、広報へ
のご意見・ご感想など

〒７７９－３２９５

高
川
原
字
高
川
原
一
二
一
―
一

石
井
町
役
場

　
　
　
　「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
係

　
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
紹
介

秋
風
に
優
雅
に
遊
ぶ
赤
と
ん
ぼ
稲
穂
の
先
で
ひ
と
休
み
か
な
 　
　
　
　
　
 中
川
美
智
子
さ
ん
（
下
　
浦
）

今
年
も
ね
元
気
で
参
会
敬
老
会
石
井
音
頭
で
ふ
じ
っ
こ
ち
ゃ
ん
も
 　
　
　
 山
口
テ
ル
子
さ
ん
（
下
　
浦
）

彼
岸
花
一
輪
だ
け
の
ほ
ほ
え
み
と
見
え
て
う
れ
し
い
ご
先
祖
さ
ま
に
 　
　
 中
山
　
幸
子
さ
ん
（
　
関
　
）

秋
の
空
大
地
を
照
ら
す
満
月
に
す
す
き
波
打
つ
秋
の
夜
 　
　
　
　
　
　
　
 山
口
　
浩
司
さ
ん
（
天
　
神
）

の
ど
自
慢
福
島
か
ら
の
明
る
い
元
気
直
に
伝
わ
り
な
ぜ
か
涙
が
 　
　
　
　
 松
島
　
秀
子
さ
ん
（
石
　
井
）

秋
麗
の
微
風
は
こ
び
来
し
木
犀
の
甘
き
香
り
に
心
安
ら
ぐ
 　
　
　
　
　
　
 井
内
　
斐
子
さ
ん
（
天
　
神
）

温
泉
で
あ
い
さ
つ
交
わ
し
四
年
半
話
し
て
み
れ
ば
近
在
の
方
 　
　
　
　
　
 長
野
　
文
夫
さ
ん
（
桑
　
島
）

災
害
が
な
く
て
実
り
の
稲
を
刈
り
棚
田
の
空
に
白
き
浮
雲
 　
　
　
　
　
　
 桑
村
千
代
子
さ
ん
（
下
　
浦
）

天
高
く
白
雲
ゆ
っ
た
り
流
れ
ゆ
く
平
和
よ
つ
づ
け
領
土
悪
化
に
 　
　
　
　
 井
上
　
澄
子
さ
ん
（
加
茂
野
）

国
力
を
み
せ
つ
け
て
く
る
西
の
国
わ
が
日
本
の
憂
い
を
増
や
す
 　
　
　
　
 阿
部
　
敏
弘
さ
ん
（
石
　
井
）

高
齢
者
未
来
の
楽
し
み
夢
で
見
る
残
り
の
人
生
美
し
く
 　
　
　
　
　
　
　
 吉
岡
　
悦
子
さ
ん
（
　
関
　
）

少
し
食
べ
少
し
動
い
て
頬
杖
を
付
い
て
月
見
る
寛
ぎ
の
時
 　
　
　
　
　
　
 遠
藤
　
藤
恵
さ
ん
（
城
ノ
内
）

誕
生
日
妻
も
気
づ
か
ず
知
ら
ん
顔
祝
い
無
く
て
も
仕
方
な
い
よ
な
 　
　
　
 遠
藤
　
達
郎
さ
ん
（
城
ノ
内
）

こ
の
夏
も
思
い
出
残
し
去
っ
て
い
く
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 一
宮
　
一
郎
さ
ん
（
石
　
井
）

夕
暮
れ
に
鈴
虫
の
声
秋
模
様
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 川
野
　
和
代
さ
ん
（
石
　
井
）

大
根
の
新
芽
の
笑
顔
道
沿
い
に
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 宮
崎
　
員
正
さ
ん
（
高
　
畑
）

蝉
の
声
春
夏
秋
冬
耳
の
中
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 石
黒
　
裕
人
さ
ん
（
竜
　
王
）

母
の
声
い
つ
も
聞
い
て
る
我
が
心
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 泉
　
　
史
子
さ
ん
（
下
　
浦
）

再
雇
用
出
勤
し
た
ら
部
下
の
部
下
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 井
内
　
　
宏
さ
ん
（
天
　
神
）

イラスト紹介

寒川明奈さん（石井）

★入場無料★

と　き　12月７日（金）
　　　　午前 10時開演
ところ　ふれあい健康館
　　　　（徳島市）
主　催　徳島スマートドライ
バーセーフティラリー 2012
実行委員会

Ｔ－１グランプリ2012
笑う門には「交通安全」来る！
Ｔ－Ｔ－Ｔ－Ｔ－Ｔ－Ｔ－Ｔ－Ｔ－Ｔ－Ｔ－Ｔ－Ｔ－１グ１グ１グ１グ１グ１グ１グ１グ１グ１グ１グ１グランランランランランランランンンランランランププリプリプリプリプリプリプリプリプリプリプリ200202020201212111111112
ううううううう笑う ににににに門に門に門に門に門にはははははははは「「「「は「交交交交交交 安全安全安全安全全全全安全」来」」」」」」」」」」」来るる！る！
Ｔ－１グランプリ2012

笑う門には「交通安全」来る！



第１６９号 広 報 い し い （１６）平成２４年１１月１５日

ふじっこちゃん宝くじ141ふじっこちゃん宝くじ141
　町内加盟店で５００円のお買物につき「ふじっこちゃ
ん宝くじ１４１」抽選券を１枚プレゼント！
　海外旅行や超薄型テレビ、加盟店商品券など多数
の豪華賞品が当たるチャンス !!
発行期間　平成２４年１１月１５日（木）～１２月１１日（火）
　　　　　（加盟店の保有分がなくなり次第終了） 
発行総数　６０万枚
加　盟　店　加盟店を表す「のぼり旗」やポスターなどが目印
　　　　　（新聞折込チラシや商工会ホームページなどにも掲載）
抽　選　日　平成２４年１２月１２日（水）午後７時～いしいドーム 
当選番号の発表　加盟店での掲示、新聞折込チラシ、商工会ホーム
　　　　　ページ掲載や石井CATV放送など
景品交換期間・使用期間   平成２４年１２月１７日（月）～

平成２５年１月２０日（日）
　　　　　※期間終了後は無効となります。

景品交換場所　石井町商工会（受付時間：午前９時～午後５時。
　　　　　ただし、土日祝日・１２月２９日～１月３日は閉館。）
　　　　　●問 石井町商工会（石井町石井字石井431－2）
　　　　　 　☎６７４－１２９２

発行／石井町　編集／わくわく観光情報課　印刷／板東印刷

本　数景　　品等　級
３海外旅行ペアでご招待特　　等
３０１００,０００円分の商品券１　　等
３０１０,０００円分の商品券１等組違い賞
１２０５,０００円分の商品券２　　等
６００３,０００円分の商品券３　　等
１２,０００５００円分の商品券４　　等
１超薄型テレビ〔４０型〕特　別　賞

※商品券は額面５００円です（釣り銭は出ません）

宝くじ当選賞宝くじ当選賞品品

「降りてゆく生き方」上映会

主催：映画「降りてゆく生き方」石井町上映事務局
後援：石井町／石井町教育委員会／石井町社会福祉協議会
協力：石井町ボランティア連絡協議会

お申込み・お問合せ

［電話］088－674－0139
［電子メール］   ishi121@nippon-p.org
［ファックス］   088－675－2655

* 電話対応時間　8：30～ 17：00（土、日、祝日除く）

「降りてゆく生き方」上映会

《前売券の購入方法》
➡電子メール、電話、ファックスで事前お申し込みされる場合は、お申し込み後、指定口座へ
代金総額をご入金していただき、振込の際に発生する「振込み控え」が入場券の代わりとな
ります。
➡直接お買い求めになる場合は、石井町中央公民館及び各公民館分館、高川原福祉会館、石井
町商工会、いしいドーム、石井町社会福祉協議会へ


